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十四

　

昴鶴
―
―
大
句
数
と
物
種
集
―
―

江

本

裕

承
　
一則

延
宝
四
年
正
月
に
版
行
さ
れ
た
西
鶴
の
歳
旦
帳
、

『大
坂
歳
旦
』
三
物
の
第

一
組
は
、
松
寿
軒
西
鶴

。
無
徳
庵
鶴
爪

・
松
遣
子
大
鶴
の
三
人

で
も
の
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て

「
法
外
を
し
て
元
日
　
春
の
は
つ
の
坊
主
へ
ん
て
つ
も
な
し
留
」
の
西
鶴
発
旬
に
対
し
、
鶴
爪
が
、

「
自
由
に

あ
そ
は
せ
誹
諧
は
花
」
と
脇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
西
鶴
剃
髪
に
関
し
て
は
既
に
森
川
昭
氏
に
指
摘
あ
り

（「延
宝
四
年
西
鶴
歳
旦
帳
」
∧
「
文

学
」
昭
和
５０
６
∨
）
こ
れ
を
若
干
敷
衛
す
る
と
、

「自
由
に
あ
そ
は
せ
」
は
、
鶴
爪
と
い
う
西
鶴
周
辺
の
人
物
を
想
定
せ
し
む
る
号
か
ら
し
て

も
、
当
然
西
鶴
の
身
分
上
の
変
化
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
し
て
森
川
氏
も
引
用
さ
れ
た
の
だ
が
こ
こ
で
誰
し
も
が
思
い

到
る
の
は
伊
藤
梅
宇
の

『
見
聞
談
叢
』
の
記
事
で
、

「
名
跡
を
手
代
に
ゆ
づ
り
て
僧
に
も
な
ら
ず
世
間
を
自
由
に
く
ら
し
」
の

「
世
間
を
自
由

に
く
ら
し
」
と
こ
の

「
自
由
に
あ
そ
は
せ
」
は
、
こ
れ
も
当
然
、
同

一
の
境
遇
を
指
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
と
す
る
と
鶴
爪
の
脇
は
、
西

鶴
の
剃
髪
の
み
な
ら
ず
既
に
隠
居
し

（店
を
手
代
に
譲

っ
て
）
自
由
の
身
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、

『
見
聞
談
叢
』
の
記
事
の
正
し
さ
を

補
強
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
時
期
を
も
明
示
す
る
貴
重
な
資
料
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
こ
の

「
自
由
に
あ
そ
は
せ
誹
諧
は
花
」
に

は
、
延
宝
四
年
、
三
十
五
歳
に
し
て
市
隠
の
生
活
に
入
り
俳
諧
に
専
心
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
西
鶴

へ
の
、
暖
い
励
ま
し
の
意
が
こ
め
ら
れ
て

い
た
の
だ
っ
た
。
少
な
く
も
こ
の
脇
の

「
自
由
」
に
は
、
身
分
上
の
自
由
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

西

鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユハ
九



七
〇

お
よ
そ
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
時
点
で
二
五
〇
に
及
ぶ
厖
大
な
引
付
を
有
す
る

『
大
坂
歳
旦
』
を
出
版
し
た
西
鶴
の
意
図
も
、
ま

た
別
の
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

筆
者
は
前
号

（「
大
妻
国
文
」

１６
号
）
で
こ
の
歳
旦
集
を
大
阪
俳
壇
に
お
け
る
お
の
れ
の
地
位
の
誇
示
と

記
し
た
が
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
こ
の
三
五
〇
に
及
ぶ
数
は
、
自
身
が
以
後
俳
諧
に
専
心
す
る
こ
と
を
公
に
す
る
、
西
鶴

一
流
の
決
意
表

明
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ
れ
は

『生
玉
万
句
』
も
同
じ
こ
と
な
の
だ
が
、
多
数
の
無
名
俳
人
の
動
員
も
、
意
味
な
い
こ

と
で
は
な
か
っ
た
。
我
々
は
こ
の
無
名
の
大
動
員
か
ら
、
西
鶴
の
並
々
な
ら
ぬ
決
意
を
読
み
と
る
べ
き
だ
ろ
う
。

な
お
、
前
号
の

『
大
坂
歳
旦
』
の
表
⑤
～
０
で
訂
正
や
補
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
処
が
多
く
あ
る
が
、
そ
の
時

「
手
が
か
り
な
し
」
と
し
た

も
の
で
脱
稿
後
気
付
い
た
も
の
だ
け
を
と
り
あ
え
ず
記
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る

（俳
書
の
刊
年
等
は
表
②
の
注
参
照
）
。

松
井
梅

一
（
三
物
四
組
↓

『
糸
暦
』
に
発
句
１
、
「藤
万
句
」
に
発
句
１
）。
太
刀
勝
吉

（引
付
侶
↓
『
昼
網
』
に
付
合
１
）。
長
浜
正
光

（引

付
５３
”

『遠
近
集
』
に
発
句
１
∧
大
坂
正
光
∨
、
『旅
枕
』
に
発
句
１
∧
森
田
∨
）
。
岡
本
益
西

（引
付
”
↓

『糸
層
』
に
発

句
３
∧
大

坂
益

西
∨
）。
斎
藤
宗
保

（引
付
∞
↓

『昼
網
』
に
付
合
７
組
８
句

・
発
句
１
∧
斎
藤
宗
保
∨
）
。
泉

一
祐

（引
付
７．
”

『遠
近
集
』
に
発
句
２
∧
尼

崎

一
祐
∨
）
。
水
田
元
清

（引
付
７９
↓
水
田
西
吟
）
。　
本
照
寺
日
信

（引
付
１２‐
↓

『
大
句
数
』
第
八
）。　
三
田
乗
船

（引
付
２０９
↓

『糸
屑
』
に
発

句
８
∧
大
坂
乗
船
∨
）。
長
谷
川
久
貞

（引
付
２５７
↓

『糸
層
』
に
発
句
４
∧
摂
津
平
野
久
貞
∨
）。
庄
司
重

一
（引
付
２６‐
↓

『遠
近
集
』
に
発
句

７
∧
大
坂
重

一
∨
、
『糸
屑
』
に
発
句
１
∧
摂
津
尼
崎
重

一
∨
）。
浜
田
重
光

（引
付
３００
↓
『遠
近
集
』
に
発
句
１
∧
大
坂
重
光
∨
、
『蛙
井
集
』

に
付
句
２
∧
重
光
∨
）
。
下
町
回
重

（引
付
３‐９
↓

『
遠
近
集
』
に
発
句
１
∧
大
坂
金
重
∨
）。
松
井
高
明

（引
付
３３‐
↓

『
牛
飼
』
に
発
句
２
∧
松

浦
氏
∨
、

『
小
町
踊
』
に
発
句
１
∧
高
明
∨
、

『
遠
近
集
』
に
発
句
１
∧
大
坂
高
明
∨
。

一　
古
今
誹
諧
師
手
鑑

延
宝
四
年
春

に
は
和
気
遠
舟
亭

に
て
興
行
さ
れ
た

「
藤
万
句
」
に
出
座
。

こ
の
万
句
興
行
は
同
八
年
刊

の
遠
舟
撰

『
太
夫
桜
』
巻
末
に
巻
頭



四
百
韻
と
追
加
百
韻

の
第
三
ま
で
と
、
あ
と
は
百
韻

の
発
旬

の
み
百

一
句
が
載
る
。
そ
し
て
巻
頭
は

「
四
百
枚

の
折
紙
付
よ
藤

の
棚
　
梅
翁
／

小
鍛
治
が
作
る
春
風

の
松
　
遠
舟
／
相
槌

の
棟
あ
げ
天
下
長
閑

に
て
　
西
鶴
」
だ

っ
た
。
も

っ
と
も
、
第
二
の
発
句
を
同
年
四
月

（
八
日
）

に

亡
く
な

っ
て
い
る
松
山
玖
也
が
出
し
、
か
つ
西
鶴
句
は
他

の
百
韻
発
旬
に
も
追
加
に
も
見
え
ぬ
の
で
、
出
座
に
関
し
て
は
問
題
な
し
と
し
な
い

が
、
し
か
し
該
集

に
は
、
西
鶴

の
編
著

に
は
見
え
な
が
ら
他

の
撲
集
等
で
は
足
跡

の
た
ど
り
難

い
者
が
多
く
入

っ
て
い
る
。
西
鶴
と
遠
舟

の
親

密
さ
を
示
す
資
料
と
は
な
る
だ
ろ
う
。

「
藤
万
句
」
に
出
る
者

の
う
ち
、
上
述

の
人
名
を
記
せ
ば
次

の
通
り
で
あ
る
。

心
入
↓
生
玉
４

・
独
吟

一
日
６９

（下
山
心
入
）、
大
矢
数
４０
６

（
心
入
）。

重
吉
↓
生
玉
１

（重
吉
）、
独
吟

一
日
４４

（佐
々
木
重
吉
）、
落
花

（大
坂
重
吉
）
に
も
。

一
任
↓
生
玉
４

（和
田

一
任
）、
太
夫
桜
桜
三

（和
田

一
任
）
に
も
。

利
方
↓
生
玉
１

・
点
滴
４

（広
嶋
利
方
）

物
種
４

・
二
葉
１

（三
好
利
方
）、
天
満
千
句

（利
方
）
に
も
。

一
成
↓
生
玉
１

（
一
成
）。

光
友
↓
生
玉
１

・
大
坂
歳
旦
２‐‐

（玉
造
光
友
）。

一
飛
↓
生
玉
２

・
大
矢
数
１５
４

（
一
飛
）、
独
吟

一
日
４８

（松
山

一
飛
）、
大
坂
歳
旦
４‐

（松
坂

一
飛
）。

誰
犠
製
大
坂
歳
旦
Ｗ

（鶴
屋
誰
曰
）、
大
矢
数
１５
９

（誰
与
）。

方
流
↓
大
坂
歳
旦
５２

（井
田
方
流
）、
大
矢
数
３８
１

（方
流
）、
点
滴
１

（大
坂
方
流
）、
糸
屑

（大
坂
方
流
）
に
も
。

一
笑
↓
大
坂
歳
旦
４３

（下
町

一
笑
）、
大
矢
数
１５
８

（
一
笑
）、
糸
暦

（大
坂

一
笑
）
に
も
。

正
俊
↓
生
玉
２

・
独
吟

一
日
９３

・
大
坂
歳
且
１０３

（萩
原
正
俊
）、
大
矢
数
１４
６

（正
俊
）、
点
滴
５

（大
坂
正
俊
）。

戯
言
↓
独
吟

一
日
９２

（小
河
原
戯
言
）。
太
夫
桜
桜
三

（小
河
原
戯
言
）
に
も
。

可
秀
↓
生
玉
１

（可
秀
）、
千
宜
理
記

（可
秀
）
に
も
。

武
慶
↓
生
玉
祝
発
１６

（武
慶
）、
独
吟

一
日
９‐

（湊
武
慶
）、
太
夫
桜
桜
三

（浜
氏
武
慶
）
に
も
。

利
玄
↓
生
玉
５

（仁
和
寺
利
玄
）、
点
滴
１

（大
坂
利
玄
）、
落
花

（大
坂
利
玄
）
・
難
波
草

（大
坂
仁
和
寺
利
玄
）
に
も
。

敬
英
↓
独
吟

一
日
５６

（中
村
敬
英
）、
点
滴
１

（山
城
敬
英
）。

寸
志
↓
生
玉
１

・
大
坂
歳
旦
１９‐

（阿
部
寸
志
）、
太
夫
桜
桜
三

（阿
５
寸
志
）
に
も
。

西
　
鶴
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七
二

道
折
↓
大
矢
数
５０
１

（道
折
）
、
点
滴
４

（広
嶋
道
折
）、
糸
層

（安
芸
道
折
）
に
も
。

昌
忠
↓
生
玉
３

（袋
谷
昌
忠
）、
独
吟

一
日
５２

（氏
家
昌
忠
）。

正
行
↓
生
玉
２

・
独
吟

一
日
１７

・
物
種
１

（小
西
正
行
）
、
昼
網

（正
行
）
に
も
。

絲
口生．摯隊醐
卿）ゞ
叡
禁
緊
野
両
篭
―
。

有
年
↓
生
玉
４
・
物
種
１
・
二
葉
１

（仁
和
寺
有
年
）、
落
花

（大
坂
有
年
）
に
も
。

梅

一
↓
大
坂
歳
旦
三
物

（松
井
梅

一
）、
糸
屑

（大
坂
梅

一
）
に
も
。

夢
遊
↓
独
吟

一
日
１６
・
大
坂
歳
旦
３３９
・
二
葉
１

（横
地
夢
遊
）、
大
矢
数
５３
３

（夢
遊
）、
点
滴
１

（大
坂
夢
遊
）。

一
有
↓
独
吟

一
日
８．

（家
長

一
有
）、
点
滴
４

（今
井

一
有
）。

さ
て
、
西
鶴
は
、
十
月
に

（陽
月
十
五
日
序
）
、
『
古
今
誹
諧
師
手
鑑
』
を
上
梓
す
る
。　
二
四
六
枚
の
短
冊
を
模
刻
し
た
も
の
で
、

「
古
筆
治

平
、
自
眼
を
以
て
、
其
徳
其
名
世
に
み
て
る
作
左
蒙
ピ
か
れ
し
を
製
耐
置
、
是
を
種
と
し
て
、
其
外
、
国
々
所
々
に
所
持
い
た
さ
れ
し
た
載
ゞ

と
め
て
」
、
梓
に
ち
り
ば
め
た
も
の
だ
っ
た
。
治
平
は
本
書
で
は

「
平
野
治
平
」
で
出
る
が
明
暦
三
年
刊
の

『
沙
金
袋
』
に

「
大
坂
治
平
」
で

一
句
入
る
の
が
管
見
の
範
囲
で
の
初
見
、
万
治
元
年
刊
の

『
牛
飼
』
（
３
句
）
に
玄
亀
氏
、
寛
文
元
年
刊

『
烏
帽
子
箱
』
（１
句
）
に
城
越
氏
で

入
る
俳
歴
も
古
い
人
。
『生
玉
万
句
』
に
二
句
出
句
、
『
大
坂
歳
旦
』
（引
付
３３６
）
に
も
発
句
を
送

っ
て
西
鶴
と
の
因
み
も
あ
り
、
延
宝
時
は

「
備

後
町
八
丁
メ
古
筆
見
治
平
」
∩
難
波
雀
し

と
し
て
住
ん
で
い
た
。

本
書
は
は
じ
め
て
西
鶴
が
大
阪
俳
壇
以
外
に
も
目
を
向
け
た
書
で
あ
る
が
、
選
択
の
基
準
は
ほ
ぼ
穏
や
か
で
あ
る
。
伊
勢
荒
本
田
守
武
、
山

崎

一
夜
奄
宗
鑑
、
鳥
丸
大
納
言
光
広
公

・
黄
、
京
逍
逢
軒
松
永
貞
徳

・
長
頭
丸
、
越
前
本
勝
寺
曰
能
、
京
誓
願
寺
安
楽
奄
策
伝
、
大
坂
津
田
休

甫
、
京
野
々
口
松
翁

・
立
圃
、
京
松
江
維
舟

・
重
頼
、　
江
戸
斎
藤
徳
元
が
上
位
十
名
。

『守
武
千
句
』
巻
頭
の

「
飛
梅
や
か
ろ
ノ
ヽ
し
く
も
神

の
春
」
を
冒
頭
に
置
く
の
は
西
鶴
編
と
し
て
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
が
、
当
時
の
勢
力
を
勘
案
し
な
が
ら
も
三
都
を
配
し
、
な
か
に
貴
紳

。
僧

侶
も
入
れ
て
、
か
な
り
の
気
の
つ
か
い
よ
う
で
あ
る
。
二
四
大
名
の
内
訳
は
京
都
六
十
六
名

（他
に
伏
見
六
名
、　
山
崎
三
名
）
、　
大
阪
五
十
九



表
①
　
古
今
誹
譜
師
手
鑑
の
大
阪
入
集
者

　

（◎
は

「
寄
仙
」

「
生
玉
」
、
○
は

「
爵
仙
」
の
み
、
△
は

「
生
玉
」
の
み
入
集
）

107 lm 68 47 40 7
‐手
置

の
順
位

20 11 9 8 5 4 3 2 1
辻
熙
¨

順
位

片
山
秋
月

川
崎
方
女

北
多
村
休
斎

立
以

広
岡
柳
雨
軒

宗
信

渋
谷
安
明

伊
勢
村
宗
書

重
安

了
安
寺
夕
翁

井
岡
義
之

友
碩

伊
勢
村
意
朔

女
栄
春

北
峯
正
甫

半
井
立
卜
　
一
六

川
崎
宗
立

天
満
蔭
山
休
安

水
野
栄
甫

松
山
玖
也

夕
陽
庵
以
春
　
道
寸

小
浜
民
部
殿
　
嘉
隆

天
満
花
畠
坊
　
空
存

津
田
休
育

人

名

○ O O O ○ ○ ○ ◎ ○ O O ○ ○ ○ ◎○△

125 168 160 158 139

＝
Ｆ

監

40 39 38 37 36 34 32 30 27
上
記
中

雌
一理の

武
野
保
俊

蔭
山
玄
端
　
無
睦

中
堀
柳
和
軒

幾
音

高
石
石
斎

川
崎
方
孝
、

高
木
川
草
子
　
松
ヽ

吉

田
立
軟

前
川
半
自
　
由
平

西
田
久
任

藤
田
幸
島
　
不
琢

林
定
親

高
瀧
以
仙
　
益
翁

西
村
可
玖

斎
藤
玄
真
　
禾
刀

谷
宗
也

忠
由

天
満
八
木
宗
久

川
崎
静
寿

宇
野
河
内
　
浄
治

井
Ｆ
型
貝

尼
坂
好
道

人

名

O ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 0 O △ 00A

以
上
５９
名

246 243 211 器 別 223 221 209 206 201 202 201 194

‘手
饉

の
順
位

57 53 47 44 42 雛
西
山
宗
因
　
西
翁

督

容

委

牧
野
一
得
　
西
鬼

半
拾
軒
　
正
察

撻
口
如
見

古

芝

片
岡
松
門
亭

旨
恕

和
気
遺
舟

生
白
庵
行
風

中
葉

玄

平
野
治
平

山
口
清
勝

岡
田
悦
春

和
気
由
貞

平
野
仲
庵

ロ
ロ

ロ

山
城
大
橡
　
貞
因

平
山
方
救

浅
沼
宗
貞

賛
也

人

名

◎ O ◎ △ ◎ 0 ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ 00A

西

鶴

七
三



七
四

名

（他
に
摂
津
八
名
）
、
江
戸
二
十
二
名
、
堺
二
十

一
名
、
伊
勢
十
二
名
の
順
。
国
数
は
三
十
か
国

（伏
見

・
摂
津
等
を
含
む
）
。
大
阪
優
遇
の

感
な
く
も
な
い
が
、
「大
坂
西
山
宗
因

。
西
翁
」
を
巻
尾
に
置
く
は
か
は
西
鶴
色
を
特
に
見
出
さ
な
い
。　
因
み
に
記
せ
ば
、　
西
鶴
は

一
九
九
番

目
に

「
大
坂
井
原
西
鶴
」
で

「
只
の
時
も
よ
し
の
は
夢
の
桜
哉
」
の
句
を
載
せ
、
右
句
は
延
宝
四
年
の
刊
と
さ
れ
る
片
岡
旨
恕
編
の

『
草
枕
』

に
入
る
、
西
鶴

・
旨
恕
両
吟
歌
仙
の
発
句
に
合
致
す
る
。
表
①
は
大
阪
俳
人
の
み
を
配
列
順
に
示
す
も
の
。
休
甫

・
空
存
で
始
ま
り
保
友

・
西

翁
で
終
る
序
列
は

一
応
当
て
得
て
い
る
が
、
保
友
の
処
は
普
通
な
ら
玖
也
の
位
置
で
あ
る
。
玖
也
が
こ
の
年
四
月
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
と
関

係
あ
る
か
。
（玖
也
は
大
阪
第
五
位
と
な
っ
て
い
る
）。
大
阪
俳
壇
の
主
要
メ
ン
バ
ー
、
特
に
古
参
格
―
休
甫

・
空
存

・
休
安

・
立
以
等
の
み
な

ら
ず
、
川
崎
宗
立

（大
阪
８
位
）
、
了
安
寺
夕
翁

（
１４
）
、　
川
崎
静
寿

（
２４
）、
吉
日
立
敷

（
３４
）
‐
は
、　
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
言

っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
て
、
『
腎
仙
大
坂
俳
諧
師
』
入
集
者
の
な
か
で
本
書
に
入
ら
ぬ
は
自
江
酔
鶯
と
隅
田
路
春
の
二
名
の
み
。
『生
玉
万
句
』
入

集
者
が
十
七
名
い
る
が
、
そ
の
う
ち
十
四
名
は

『
母
仙
』
に
入
っ
て
お
り
、
『生
玉
』
だ
け
に
限
る
と
、
平
野
治
平
（
４９
）
、
半
拾
軒
正
察
（
５６
）
ヽ

尼
坂
好
道

（
２．
、
た
だ
し
彼
は
祝
賀
発
旬
）
の
三
名
だ
け
と
な
る

（他
に
堺
の
南
方
由
、
備
中
の
吉
岡
信
元
あ
り
）。

こ
の
年
、
前
掲
旨
恕
の

『
草
枕
』
が
刊
せ
ら
れ
る
が
、
該
書
に
は
、
旨
恕
と
の
両
吟
歌
仙
の
は
か
に
、
旨
恕

・
西
舟

・
西
夕

・
西
鶴
の
四
吟

歌
仙

一
巻
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

一
一　
師
俳
諧
大
句
数

延
宝
五
年
と
六
年
は

（む
ろ
ん
そ
の
後
も
続
く
の
で
あ
る
が
）
、
『
大
句
数
』
の
興
行
と

『
物
種
集
』
の
編
集
を
頂
点
に
、
西
鶴
の
俳
諧
活
動

が

一
段
と
繁
く
な
る
年
だ

っ
た
。
い
ま
野
間
光
辰
氏
の

『
鵬
西
鶴
年
譜
考
證
』
か
ら
こ
の
二
年
の
実
質
活
動
の
み
を
借
覧
す
る
と
、

五
年
四
月
十

一
日
中
村
西
国
に
『俳
諧
之
口
伝
』

一
巻
を
伝
授
。



い
る

（コ
ホ
因
七
百
韻
し
。

冬
―

「烏
賊
の
甲
や
我
が
色
こ
ぼ
す
雪
の
鷺
」
を
発
句
と
す
る
独
吟
百
韻
成
る

（翌
年
刊

『珍
重
集
』
に
入
る
）。

六
静

。 三
醐
綺
卸
「
拝
斜
繊
罐
狂
囃
物

『麒
板
桜
千
句
』
に
出
座

（同
年
五
月
刊
）。
連
衆
は
益
翁

・
友
雪

・
由
平

・
均
朋

・
本
秋

・
益
友

・
素
敬

・
柴
舟

・
如

二
月
十
三
日
―
西
国
帰
国
に
際
し
、
由
平
を
加
え
三
吟
三
百
韻

（『胴
骨
し
。

五
月
十
二
日
―
岡
西
惟
中
の
大
阪
移
住
を
記
念
し
て
の

「
一
時
軒
大
坂
住
宅
初
会
興
行
」
に
出
座
、
九
吟
百
韻
を
成
す

（延
宝
七
年
刊

『
太
郎
五
百
韻
し
。

連
衆
は
梅
翁

・
一
時
軒

・
益
翁

・
由
平

・
西
鶴

・
如
見

・
幾
音

占
日
恕

・
貞
因
。

八
月
―
片
岡
旨
恕
編

『難
波
風
』
（八
月
序
）
刊
。
花
月
十
百
韻
の
う
ち
第
二
の

「
月
百
韻
」
に
同
座
。
連
衆
は
旨
恕

・
貞
因

・
西
鶴

・
昌
本
。

九
月
―
筑
前
の
釈
西
海
上
阪
し
て
京

。
大
阪

・
堺
の
俳
人
と
交
会
し
た
の
を
、　
西
鶴
が

『
大
硯
』

と
題
し
序
を
加
え
出
版
。

西
海

・
西
鶴
両
吟
歌
仙

一
巻

入
集
。

秋
―
京
都
那
波
葎
宿

（江
雲
）
亭
に
て
江
戸
の
田
代
松
意
を
迎
え
て
三
吟
三
百
韻
を
興
行
、　
翌
日
対
馬
の
河
野
定
俊
と
嵯
峨
に
て
両
吟
歌
仙

一
巻
を
成
す

（と
も
に

『虎
渓
の
橋
し
。

秋
―
惟
中
と
両
吟
千
句
を
企
て
る
が
三
百
韻
に
て
終
る

（『太
郎
五
百
韻
し
。

十

一
月
―

『緋
物
種
集
　
新
付
合
』

一
冊
を
上
梓
。
付
合
五
百
組
を
収
む
。

十
二
月
―
大
阪
木
村
西
虎
主
催
、
那
波
江
雲
を
迎
え
て
の
百
韻
興
行
に
出
座

（七
年
刊
旨
恕
撰

『
わ
た
し
船
』
所
収
）。
連
衆
は
梅
翁

・
西
虎

。
江
雲

・
旨

恕

・
西
鶴

・
亦
楽

・
惟
中
。

こ
の
年
―

『
俳
諧
五
徳
』
刊
。
五
吟
百
韻
三
巻
を
収
め
、
連
衆
は
西
翁

・
西
鬼

・
次
末

・
西
鶴

・
西
随
。
三
巻
目
の
み
次
末
が
抜
け
正
甫
が
加
わ
る
。
野
間

氏
は
次
末
を
惟
中
の

『
俳
諧
三
部
抄
』
に

「
粉
川
氏
、
因
州
鳥
取
之
住
」
と
あ
り
な
が
ら

『
誹
家
大
系
図
』
に

「
通
称
堺
屋
治
右
衛
門
、
摂
州
住
吉
ノ
人
、

ご
と
く
吟
者
」
と
あ
る
の
に
着
目
さ
れ
、
彼
を
因
幡

・
堺
往
来
の
商
人
、
故
に
堺
出
身
の
正
甫
が
代
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
だ
が
。
次
末
は
因
幡
及
び
京

注
③

と
す
る
も
の
が
多
い
。

こ
の
年
―

『
三
鉄
輪
』
刊
。
伝
存
せ
ず

（石
川
巌
編

『
新
編
絵
入
西
鶴
全
集
』
第

一
巻
に
西
鶴
独
吟
百
韻

一
巻
の
み
所
収
）。
阿
誰
軒

『
誹
諧
書
籍
目
録
』

に

「
三
鉄
輪

一
冊
宗
因
序
　
西
翁

・
西
鶴

・
西
夕
三
百
韻
」。

こ
の
年
―

『博
多
百
合
』
刊
か
、
伝
存
せ
ず

（『誹
諧
書
籍
目
録
し
。

む
ろ
ん
、
延
宝
三
年
刊
の

『糸
暦
』
（伊
勢
村
重
安
撰
）
に
発
句
五
入
集
、

『
昼
網
』

西

鶴

注
⑥

（同
四
年
ま
た
は
五
年
刊
、　
藤
原
貞
因
撰
）
に
付
合
五

七
五



七
六

組
六
句
入
集
、
あ
る
い
は
旨
恕
と
の
両
吟
歌
仙

（『草
枕
し

な
ど
、
五
年
以
前
に
活
動
な
い
わ
け
で
は
な
い

（前
二
者
は
実
質
活
動
で
は
な
い

が
）。
し
か
し
、上
掲
に
よ
り
五
年
に
入
り
ふ
え
る
こ
と
、
六
年
さ
ら
に
繁
く
な
る
こ
と
明
ら
か
で
、
七
年
、
八
年
と
、
そ
れ
は
い
っ
そ
う
増
大

し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
右
は
、
雲
英
末
雄
氏
の

「
延
宝
期
の
重
徳
」

∩
連
歌
俳
諧
研
究
」
４８
号
、
昭
５０
１
、
『
元
禄
京
都
俳
壇
研
究
』

の

「
俳
諧
書
津
の
誕
生
」
に
も
言
及
）
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
延
宝
期
に
入
っ
て
の
大
阪
の
俳
書
出
版
活
動
の
活
発
化
と
全
く
軌
を

一

に
し
て
い
た
。
雲
英
氏
は
大
阪
で
俳
書
を
多
く
出
し
た
深
江
屋
太
郎
兵
衛
の
出
版
活
動
を
詳
述
さ
れ
な
が
ら
延
宝
期
三
都
の
出
版
点
数
を
表
示

さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
延
宝
六
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
は
大
阪
が
断
然
他
を
圧
し
、
大
阪
が
談
林
俳
諧
を
主
導
し
て
い
た
こ
と
を
、
如

注
０

実
に
示
す
の
で
あ
る
。
西
鶴
は
こ
の
潮
流
に
の
り
、
の
ち
に
は
こ
の
流
れ
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
西
鶴
自
身

に
即
す

れ

ば
、
や
は
り
、
延
宝
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
の
剃
髪

・
隠
居
が
活
動
を
促
進
さ
せ
る
に
大
き
く
与

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
前
掲
列
挙
を

一

覧
す
れ
ば
す
ぐ
分
る
よ
う
に
、
以
上
は
量
の
問
題
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
宗
因

（惟
中
上
坂
初
会

・
木
村
西
虎
主
催
百
韻

・
五
徳

・
三
鉄
輪

等
）
を
師
に
仰
ぎ
な
が
ら
、
益
翁

・
旨
恕

・
惟
中

・
由
平

・
友
雪

・
如
見
等
、
延
宝
期
大
阪
俳
壇
の
中
核
と
な
る
俳
人
と
の
交
流
が
日
ま
し
に

繁
く
な
り
、
か
つ
、
九
州
か
ら
西
国
や
西
海
、
四
国
か
ら
は
定
俊
を
迎
え
、
江
戸
の
松
意
、
京
の
江
雲
と
会
す
る
な
ど
、
活
動
の
空
間
も
拡

っ

て
い
く
の
で
あ
る
。
俳
諧
師
と
し
て
の
本
格
的
活
動
は
こ
こ
に
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
、
か
か
る
状
況
の
中
に

『
大
句
数
』
を
置
く
と
ど
う
な
る
か
。
延
宝
五
年
五
月
二
十
五
日
の
興
行
。

「柳
に
か
ら
確
、
桜
に
横
槌
を
取

ま
ぜ
」
と
序
す
る
ご
と
く
、
付
合
は
単
純
な
が
ら
、
見
立
や
取
合
せ
の
奇
抜
さ
は
群
を
抜
い
て
い
た
。
そ
の
内
容
に
深
く
は
立
ち
入
ら

な

い

が
、
例
え
ば
こ
の
千
六
百
句
の
記
録
を
間
も
な
く
破
る
月
松
軒
紀
子
の

『緋
大
矢
数
　
千
八
百
韻
』
と
比
べ
る
だ
け
で
も
、
そ
の
差
は
歴
然

で
あ

る
。　
一
例
だ
け
示
す
と
、

か
ま
は
こ
の
煙
に
霞
む
東
山

茶
屋
に
ひ
と
り
は
ゆ
る
す
佐
保
姫

（大
句
数
三
）



佐
保
姫
と
い
ふ
后
あ
ら
そ
ひ

〓
御
殿
に
は
霞
む
衣
の
ぬ
れ
か
け
て

（千
八
百
韻
三
）

ｒ
双
方
が

『新
撰
犬
筑
波
集
』
の
巻
頭

「
霞
の
衣
裾
は
ぬ
れ
け
り
／
佐
保
姫
の
春
立
ち
な
が
ら
し
と
を
し
て
」
を
享
け
る
こ
と
い
わ
ず
も
が
な

で
い
つ
ま
り
は
双
方
と
も
付
合
は
平
凡
な
の
だ
が
、
紀
子
の

「佐
保
姫
」↓
「霞
む
衣
」
、
「
后
」↓
「殿
上
」
が
か
も
す
句
意
の
い
か
に

，も
常
識
的

で
平
板
な
の
に
対
し
、
西
鶴
の

「
東
山
」
を

「
蒲
鉾
」
の
煙
で
霞
ま
せ
る
奇
抜
さ
、
そ
れ
以
上
に
そ
の

「
霞
む
」
か
ら
連
想

さ

れ

る

「
佐
保

姫
」
を
麓
の
祗
園
近
辺
の
茶
屋
女
制
限
令

（『京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
し

に
持

っ
て
い
く
と
こ
ろ
な
ど
は
当
世
を
し
っ
か
り
押
さ
え
て
い
る

と
い
う
べ
く
、
彼
我
の
勝
負
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

¨
舟
よ
り
陸
へ
あ
が
り
を
う
け
る

平
家
は
大
豆
源
氏
は
米
を
積
か
さ
ね

（大
句
数
四
）

，
任
意
に
引
い
た
の
だ
が
、
西
鶴
に
は
、
何
が
と
び
出
す
か
分
ら
ぬ
妙
な
期
待
感
が
持
て
る
の
で
あ
る
。

・

「
天
下
大
矢
数
は
星
野
勘
左
衛
門
其
名
万
天
に
か
く
れ
な
し
」
で
始
ま
る
有
名
な
序
文
は
、
次
に

「今
又
、
俳
諧
の
大
句
数
、
初
め
て
我
口

拍
子
に
ま
か
せ
」
と
ま
ず
は
創
始
者
た
る
巧
を
誇
り
、
さ
ら
に

「
さ
し
合
も
あ
り
、
其
日
数
百
人
の
連
衆
耳
を
つ
ぶ
し
て
是
を
き
ゝ
給
へ
り
」

と
、
実
正
な
る
興
行
た
る
こ
と
を
宣
揚
す
る
。
以
下
、
こ
の
頃
、
日
向
で
四
百
韻
、
南
都
で
六
百
韻
詠
ん
だ
者
が
い
る
と
い
う
が

「
雪
中
の
時

鳥

（あ
り
得
ざ
る
こ
と
と

だ
。
「
釜
の
前

（内
証
と

と

「
堂
の
前

（公
と

は
大
違
い
で
、
自
分
は
内
々
な
ら
三
千
六
百
ま
で
い
っ
た
こ
と
が

．あ
る
。
五
百
句
で
き
る
者
で
も
公
に
出
れ
ば
せ
い
ぜ
い
二
百
と
心
得
よ
。
此
度
の
興
行
の
諸
式
や
掟
書
が
残

っ
て
い
る
の
で
、
希
望
の
者
に
は

譲

っ
て
や
っ
て
も
よ
い
。

以
上
が
序
文
の
大
略
で
あ
る
が
、　
一
読
、
読
む
方
が
呆
れ
る
は
ど
の
、
徹
底
し
た
自
己
宣
伝
で
あ
る
。
し
か
も
後
半
に
は
西
鶴

一
流
の
開
放

に
な
明
る
さ
が
な
く
、
必
要
以
上，
に
数
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
か
く
声
を
大
に
せ
し
め
る
事
情
が
何
か
あ
っ
た
の
か
。
日
向
・
南
都
の
速
吟
は

現
在
の
処
未
詳
だ
が
、
世
に
守
武
流
が
喧
伝
さ
れ
、
「
西
山
の
翁
の
引
導
を
以
て
か
る
日
の
跡
絶
ず
」
∩
大
坂
檀
林
桜
千
句
』
青
木
友
雪
序
）
、

西
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七



七
八

南
方
由
に

『
独
吟
二
日
千
句

（伝
存
せ
ず
、
『
誹
諧
書
籍
目
録
』
に
延
宝
五
年
丁
己
如
月
下
浣
）
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
世
に
速
吟
を
競
う
風
潮

の
興
り
つ
つ
あ

っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
処
で
、
ど
こ
の
誰
そ
れ
が
何
百
句
詠
ん
だ
と
い
う
類
の
噂
は
西
鶴
の
耳
に
も
届
い
た

で
あ

ろ

う
。
軽
日
の
俳
諧
に
自
信
を
持
ち
、
何
よ
り
も

『独
吟

一
日
千
句
』
の
実
績
を
持
つ
西
鶴
の
神
経
を
そ
れ
が
さ
か
な
で
し
た
。
結
果
的
に
本
書

は
矢
数
俳
諧
の
噴
矢
と
な
り
、
仮
に
西
鶴
の
才
能
を
編
纂
的
な
そ
れ
と
速
吟
の
矢
数
俳
諧
に
求
め
る
な
ら
、
本
書
は
後
者
を
開
花
せ
し
め
る
端

緒
と
な
っ
て
世
を
瞳
目
さ
せ
た
の
だ
が
、
そ
の
序
文
の
苛
だ
ち
に
も
似
た
自
己
宣
伝
を
、
筆
者
は

一
応
右
の
事
情
に
よ
る
と
考
え
て
お
く
。

し
か
し
、
そ
う
考
え
て
も
、
ま
だ
釈
然
と
し
な
い
処
が
依
然
と
し
て
残
る
。
先
述
の
ご
と
く
、
西
鶴
が

「数
百
人
の
連
衆
耳
を
つ
ぶ
し
て
」

と
豪
語
す
る
本
興
行
の
五
月
二
十
五
日
と
同
じ
日
に
、

『宗
韻
七
百
韻
』
が
、
宗
因
も
ま
た
同
志
と
集
う
て
百
韻
を
興
行
し
て
い
た
こ
と
を
伝

え
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
同
書
に
は
、
「
延
宝
五
年
五
月
廿
五
日
」
、
「萩
何
」
の
賦
で
、
宗
因
の
「
暑
気
を
去

一
服
や
先
う
す
茶
碗
」
を
発

句

と

す
る
十
吟
百
韻

一
巻
が
収
ま
り
、
連
衆
は
斎
藤
禾
刀

・
樋
口
如
見

・
尾
崎
尾
縄

。
中
堀
幾
音

・
井
上
宗
恭

・
出
来
松
臼

・
光
吉
定
祐

・
武
野
保

俊

。
中
林
素
玄
の
十
名
で
あ
る
。
上
は
句
順
を
示
す
の
だ
が
、
と
す
れ
ば
禾
刀
の
主
催
、
正
客
が
宗
因
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し

て
松
臼

・
尾
縄
を
除
け
ば
大
阪
談
林
現
役
の
精
鋭
と
言
っ
て
よ
く
、

『生
玉
万
句
』
以
来
の
幾
音

・
素
玄
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
禾
刀

・
如
見

・

定
祐
等
も

『
独
吟

一
日
千
句
』
に
手
向
け
の
句
を
送
り
、
ま
た
こ
の
頃
西
鶴
と
同
座
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
顔
ぶ
れ
で
あ
る

（前
掲
延
宝
五

・

六
年
の
列
挙
参
照
）。
そ
れ
よ
り
も
何
よ
り
も
、
宗
因
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
宗
因
七
百
韻
』
の
版
行
自
体
が
書
車
の
さ
か
し
ら
で
あ
る
こ
と
は
大
方
の
認
め
ら
れ
る
処
だ
が

（
日
本
音
典
文
学
大
辞
典
等
）、

本
書
の

各
項
―
玖
也
追
善
を
延
宝
四
年
七
月
八
日
と
す
る
な
ど
―
を
疑
う
説
を
筆
者
は
ま
だ
知
ら
な
い
。
西
鶴
が

『
大
句
数
』
の
興
行
に
際
し
事
前
に

宗
因
に
挨
拶
し
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
こ
の
興
行
の
噂
は
少
な
く
も
大
阪
俳
人
の
間
に
は
伝
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
宗
因
は
承
知
の
上
で

九
名
の
連
衆
と
会
席
し
た
の
か
。
も
し
双
方
の
期
日
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
筆
者
に
は
如
上
の
事
実
が
何
と
も
奇
異
に
感
ぜ
ら
れ
る

（『
大
矢

数
』
の
場
合
等
に
比
し
て
）。
あ
る
い
は
さ
ほ
ど
神
経
質
に
考
え
な
く
て
も
よ
い
の
か
。

現
在

『
大
句
数
』
の
下
巻
は
伝
存
せ
ず
、
従

っ
て
追

加
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
誰
が
名
を
連
ね
て
い
る
の
か
も
分
ら
ず
こ
れ
以
上
何
も
言
え
ぬ
が
、
と
も
か
く
筆
者
が
奇
異
に
感
じ
た
こ



と
を
記
し
て
お
く
。

付
言
す
れ
ば
、
本
書
は
序
文
の
あ
と
に
、
「
大
坂
松
寿
軒
　
西
鶴
／
執
筆
　
圭目
木
藤
兵
衛
　
友
浄
／
同
　
水
田
庄
左
衛
門
　
西
吟
／
指
合
見

児
玉
菊
御
／
同
　
桑
門
　
順
座
」
と
録
さ
れ
て
い
る
。
友
浄
は

『生
玉
万
句
』
の
執
筆
者
。
西
吟
が
西
鶴
編
著
に
執
筆
者
と
し
現
れ
る
の
は
本

書
が
最
初
で
あ
る
。
西
吟
号
も
本
書
が
初
見
の
由
だ
が
、
延
宝
四
年
の

『
大
坂
歳
旦
』
引
付

（
”
）
に

「
水
田
元
清
」
で
出
、

『
昼
網
』
に
付

合
が
六
組
入
る

「
元
清
」
も
、
彼
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
『昼
網
』
は
野
間
氏
が
延
宝
四
年
か
五
年
の
刊
、
桜
井
武
次
郎
氏

「
大
坂
俳
壇
史

年
表
稿
」
は
延
宝
四
年
の
項
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
が

（注
③
参
照
）
、
該
書
の

「
元
清
」
が
西
吟
で
あ
れ
ば
、　
延
宝
四
年
中
に
成
る
こ
と
の

徴
証
と
な
る
か
。
菊
瑚
は
管
見
の
範
囲
手
が
か
り
な
く
、
順
座
は

『
大
坂
歳
旦
』
引
付

（
１９
）
に

「
桑
門
順

座
」
、

『物

種
集
』
（
１
組
）
に

「
釈
順
座
」
で
出
る
。
な
お
付
け
加
え
る
と
、
本
書
に
は
百
韻
ご
と
初
裏
第

一
に
他
者
の
句
が
入
り
、
第

一
か
ら
順
次
記
す
と
、
竹
薗

・
順
座

・
重
政

・
武
仙

・
西
賀
子

・
菊
初

・
西
長

・
日
信

・
光
如

・
円
会
の
十
名
で
あ
る
。
右
の
う
ち
竹
薗

・
西
賀
子

・
円
会
は
全
く
不
明
。
重
政
も

号
多
く
し
て
判
別
し
難
い
が
、
『大
矢
数
』
（
“
１
）
の

「
重
政
」
、
『
蛙
井
集
』
（付
句
１
）
の

「
重
政
」

を
充
て
得
よ
う
か
。
武
仙
は
岩
井
武

仙
。
西
鶴
と
同
じ
く

『遠
近
集
』
初
見
の
武
仙
は
、　
天
和
三
年
三
月
興
行
の

『精
進
檜
』
、　
宝
永
二
年
八
月
興
行
の

『
こ
ゝ
ろ
葉
』
に
到
る
ま

で
、
殆
ど
す
べ
て
西
鶴
に
随
い
て
い
る
。
菊
初
は

『定
本
西
鶴
全
集
』
（第
十
巻
）
の
頭
注
に

「菊
御
の
誤
か
」
と
す
る
。
西
長
は

『物
種
集
』

等
に
出
る
山
田
西
長
、
日
信
は

『
大
坂
歳
旦
』
引
付

（
１２‐
）
の

「
本
照
寺
日
信
」
。
光
如
は

『
ゆ
め
み
草
』
に

「
天
満
光
如
」
（
４
句
）
が
あ
る

も
の
の
速
断
し
が
た
い
。

〓
一　
耕
物
種
集
　
新
付
合

『物
種
集
』
は

「延
宝
六
年
午
霜
月
朔
日
／
松
寿
軒
西
鶴
」

の
序
、

「延
宝
六
年
午
九
月
吉
辰
／
大
坂
南
本
町
壱
丁
目
生
野
屋
／
六
良
兵
衛

板
」
の
刊
記
を
持
つ
Ю

横
本

一
冊
の
付
合
集
で
あ
る
。
巻
末
に

「
大
坂
中
俳
諧
月
次
日
」
を
付
載
。
版
下
は
水
田
西
吟
。
大
谷
篤
蔵
氏
に
よ
る

西
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



八
〇

語
句
・
作
者
索
引
が
備
わ
り

（「ビ
ブ
リ
ア
」
器
号
、
昭
和
３９
８
）、
掲
載
す
る
付
合
は
五
〇
〇
組
、
作
者
は
一
六
五
名

（
一
名
は
作
者
不
知
）

に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
―

序
文
は
当
今
の
俳
諧
隆
盛
を
謳
い
、

き
く
た
び

「
入
相
の
鐘
に
は
い
つ
と
て
も
命
の
内

（
卜
付
ケ
ル
ノ
ダ
ガ
ソ
レ
モ
）
句
作
り
に
よ
り
て

（
ハ
）
聞
度

に
興
有
、
又

（
一
方
デ

ハ
）
新
し
き
と
て
、
川
原
も
の
、
又
男
が
つ
け
髪
、
松
千
代
が
柿
頭
巾

（
二
）
も
」
か
づ
き
物
が
あ
る
。　
し

か
し

て

「
ま
こ
と
に
し
て
当
流
の
付
合
」
は
稀
で
、
そ
れ
で

「
此
五
と
せ
あ
ま
り
小
耳
に
聞
ふ
れ
た
る

一
座
の
付
句
書
集
て
、
や
う
ノ
ヽ
五
百
組
、
是

を
見
る
に
、
ま
だ
言
の
葉
は
つ
き
せ
ぬ
物
種
也
」
と
言
う
。

例
に
よ
っ
て
巻
頭
と
巻
尾
を
紹
介
す
る
と
、
頭
は
西
山
梅
翁

・
松
山
玖
也

・
梶
山
保
友

・
南
元
順

・
井
原
西
鶴

・
和
気
遠
舟
の
順
。
巻
尾
は

野
々
日
立
圃

・
牧
野
西
鬼

・
安
原
貞
室

・
梶
山
保
友

・
北
峯
正
甫
、
最
後
に
読
人
不
知
が
付
く
。
お
馴
染
の
メ
ン
バ
ー
な
が
ら

（立
圃

・
貞
室

が
異
色
だ
が
）
、
南
元
順

（『生
玉
万
句
』
追
加
の
脇
を
務
め
る
）
が
目
立
つ
か
。
入
集
数
で
言
え
ば
、
梅
翁
の
四
十
七
組
が
最
多
。
つ
い
で
西

鶴
三
十
八
、
玖
也
二
十
五
、
保
友
十
八
、
元
順
十
七
。
以
上
が
上
位
五
名
で
こ
こ
で
も
元
順
が
目
を
惹
く
。
以
下
は
大
須
賀
胤
久
十
四
、
高
滝

益
翁
と
中
林
素
玄
が
八
組
、
七
組
入
る
者
に
衣
笠

一
鶴

・
牧
野
西
鬼

・
斎
藤
賀
子
が
お
り
、
六
組
に
柏

一
礼

・
岩
田
西
里
。
胤
久

。
一
鶴

。
西

里
等
、
西
鶴
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
者
の
優
遇
が
目
立
つ
。
表
②
は

一
六
五
名
を
入
集
数
順
に
並
べ
通
し
番
号
を
付
け
、
名
士
を
除
い
て
簡
単

な

「
備
考
」
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
表
示
の
結
果
を
大
ま
か
に
記
す
と
、
『生
玉
万
句
』
出
句
者
で
入
る
者
三
十
八
名
、

『
腎
仙
大
坂
俳
諧
師
』

入
集
者
が
二
十

一
名
、
『独

吟

一
日
千
句
』
三
十
五
名
、

『
大
坂
歳
旦
』
五
十
二
名
。
い
ず
れ
か
の
一
書
に
で
も
入
る
者
が

一
六
四
名

（読
人
不
知
を
除
く
）
中
七
十
五
名

ど
な
り
、
そ
の
多
寡
に
つ
い
て
は
い
ま
問
わ
な
い
。
逆
に

『
古
今
誹
諧
師
手
鑑
』
を
除
く
上
記
四
集
に
入
ら
ぬ
者
が
八
十
九
名
札
節
、
右
の
う

ち
現
在
手
が
か
り
を
得
な
い
者
が
十
二
名
い
る
。
こ
の
数
は
や
は
り
少
な
く
、

『物
種
集
』
が
、
か
な
り
恣
意
の
処
あ
っ
て
も

一
応
は
名
の
通

っ
た
者
を
選
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

京
の
立
圃

（
１６３
）
・
貞
室

（
１６４
）
・
北
村
湖
春

（
１３９
）
を
は
じ
め
、
伏
見
の
任
口

（
２２
）
ヽ
山

崎
の
梵
益

（
１００
）
、
堺
の
正
法
寺
正
安

（
Ｗ
）
、
谷
永
重

（
１１５
）
ヽ
川
辺
長
治

（
鋤
）
、
河
内
の
蒲
銀

（
１１２
）ヽ

和
泉
万
女
の
伏
屋
重
堅

（
１３‐
）
、
池



20 10 9 8 6 4 3 2 1 ■し番渇

5 6 38 欄

釈
　
　
西
海

江
戸
　
信
章

井
上
　
占本
恭

中
堀

幾
音

吉
田
　
川
柳

光
吉
　
定
祐

北
峯
　
正
常

岩
田
　
西
里

柏
　
　
一
礼

斎
藤

賀
子

牧
野
　
西
鬼

藤
原

貞
因

衣
笠

　

一
鶴

中
林
　
素
玄

高
耐
　
益
翁

大
須
賀
胤
久

南

　

一π
順

梶
山
　
保
友

松
山
　
玖
也

井
原
　
西
薔

西
山
　
梅
翁

人

　

名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 生 玉

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 野 仙

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
狐 吟

O ○ O O ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O 机

次
郎
五
百
韻
　
一
一業
６
　
花
み
ち

草
枕
　
到
来
集

天
満
千
句
　
一
一葉
４
　
点
滴
７

（略
）

二
葉
５
　
大
矢
５６
１
　
点
滴
４

糸
層
２
　
昼
網
１
　
玖
也
追
善

（略
）

二
葉
Ю
　
大
矢
日
付
　
点
滴
９
　
花
み
ち

（略
）

遠
近

（加
之
）
４
　
一
一葉
１４
　
大
矢
脇

・
１０
１

（略
）

昼
網
揆

見
花
数
寄
舎
一吟
百
韻
）大
矢
懐
紙

・
５５
３
　
点
満
“

（略
）

（略
）

糸
層
１
　
一
一業
６
　
点
滴
１

（略
）

（略
）

（略
）

（略
）

（略
）

備

考

42 40 39 38 37 36 32 30 29 27

5 入集数

尼
崎

忠
次

中
村
　
西
日

谷
　
　
木
因

尾
崎
　
尾
縄

矢
野
　
重
次

葎
宿
　
江
雲

三
好
　
利
方

志
水
　
鶴
随

正
木
　
一
夢

中
堀
　
初
知

武
野
　
保
俊

樋
口
　
如
見

川
野

定
俊

安
平
凍
霊
万

前
川

由
平

夕
陽
庵
道
寸

木
村
　
西
虎

和
気

一遠
舟

水
田
　
西
吟

釈
　
　
正
察

伏
見

任
ロ

人

　

名

○
O 0 O ○ ○ 生 玉

○ ○ ○ 醤 仙

0 ○ ○ O O 狙 吟

O ○ ○ ○ ○ 魂

二
葉
１
　
大
矢
５３
１

俳
譜
之
口
伝

胴
骨
　
一
一業
１６

旅
衣
３
　
一
一葉
Ю
　
大
矢
１
５
・
５２
３

二
葉
２
　
太
夫
桜

二
葉
１

虎
渓
の
構
　
二
案
４

天
満
千
句

（利
方
）
　
藤
万
句

（太
夫
桜
）

二
葉
２
　
点
満
３

小
町
踊

１
　
違
近

１
　
占
喘
”４

（略
）

俳
譜
歌
仙
画
図
　
玖
也
追
書
　
一
一葉
４

天
満
千
句
　
玖
也
追
善
　
一
一葉
５

虎
渓
の
橋
　
一
一葉
６
　
大
矢
●
３

二
葉
４
　
大
矢
４‐
１
　
花
み
ち
　
置
土
産
追
書

（略
）

（略
）

二
秦
５
　
大
矢
紅
幣

・
９
１
　
花
み
ち

（略
）

昼
網
６
（元
清
）

大
句
数
執
筆
　
一
一葉
１３

（略
〉

俊
子
３．
　
一
一秦
１

備

考

表
②
　
物
種
集
入
集
者

西

鶴

八

一



八
二

64 63 62 59
"

48 47 こし番渇

2 3 入集数

山
田
　
西
長

岡
西
　
惟
中

浄
照
坊
昨
夢

片
山
　
秋
月

今
村

外
風

矢
倉

可
春

浜
田
　
春
良

早
川
　
西
随

高
山
　
一〓
昌

下
村
　
南
達

南
部

素
敬

亀
屋
一
均
朋

安
知
子
願
成

半
井
　
一
六

安
藤

定
時

江
崎
　
亦
閑

雪

筆

小
谷
　
未
弁

吉
本
　
立
川

斎
藤

禾
フ

川
崎
　
正
信

岩
井
　
武
仙

人

　

名

○ ○
O

○ ○ ○ 生 玉

○ ○ 晋 仙

○ ○ ○
O

○ ○
狐 吟

○ ○ ○ O ○ ○ ○ ti
大
句
数
七
　
一
一葉
９
　
大
矢
日
付

鵬
島
―
（玄
旦
）

伊
勢
踊
９
　
一
一葉
３
　
大
矢
脇

昼
綱
７
　
一
一葉
５
　
点
滴
２

（略
）

二
葉
１

二
葉
１

（略
）

俳
諧
彙
求
　
藤
万
句

（太
夫
桜
）
　
一
一葉
２

大
坂
独
吟
集
　
昼
綱
２
　
一
一業
３

二
葉
１

大
坂
檀
林
桜
千
句
　
一
一葉
９

大
坂
植
林
桜
千
句

一難
波
千
句
　
一
一葉
１

手
鑑
　
一
一業
２

二
葉
２
　
点
滴
４

二
葉
１
　
大
矢
１３
５

大
矢
３２
１

（亦
楽
）

点
満
６

（筑
前
亦
楽
）

難
波
千
句

二
葉
１
　
太
夫
桜

（池
ノ
シ
マ
未
ε

二
秦
１
　
大
矢
４８
３
　
点
滴
１

（略
）

難
波
千
句
　
二
葉
１

（略
）

備

考

77 74 70 68 66 こし番号

1 2 入集数

西
田
　
久
任

岡
田
　
悦
春

多
古
　
夕
風

今
木
　
長
余

山
本
　
西
夕

生
松
　
勝
政

川
辺
　
長
治

中
西
　
西
流

伊
丹
　
安
英

岨
山
　
高
故

岡
田
　
光
宗

吉
田
　
風
鶴

伊
丹
　
一
友

柏
木
源
五
一

下
町
　
百
切

西
村

竹
鶯

伊
丹

正
因

深
江

．乗
竹

俵
屋
　
重
直

田
中
　
柳
翠

川
嶋
　
西
以

浅
沼

賛
也

人

　

名

○ ○ ○ ○ 生 玉

○ ○ 弩 仙

○ ○ ○ 呼一Ｆ○ ○ O ○ ○ ○ 亀Ъ

（略
）

（略
）

二
葉
１
　
点
滴
１４

塵
塚
８
　
モ
繰
舟
１
　
点
満
１

草
枕
・　
二
葉
７
　
点
滴
１２

（池
田
）

（略
）

手
鑑
　
一
一秦
１
　
大
矢
７８
１

大
矢
１６
３
・
”
３
　
点
満
３３

（南
都
）
名
残
友
“

，

点
滴
３

新
続
大
１
　
大
矢
５４
１

点
滴
３

大
矢
懐
番

二
業
１

糸
層
３

俳
諧
三
部
抄
１
　
江
戸
通
り
町
３

千
宜
理
記
２

昼
網
３
　
一
一葉
３

未
詳

昼
網
３

二
業
２

二
葉
６

（水
守
）
　
大
矢
２
１

二
棄
１
　
大
矢
脇

大
矢
７６
３
　
点
滴
３‐

（南
都
）

手
鑑
　
一
一案
２
　
大
矢
指
合

備

考



鵬 107 105 103 102 lm 99 98 97 96 95 94 93 92 91 90 89 88 87

1 本集数

黎

撲

武
村
　
益
友

天
満
　
直
補

喜
多
村
丸
鏡

平
野

末
成

小
西
　
満
平

壽

鶏

伊
盟
■
曇

山
崎
　
梵
益

小
野

随
心

幕

業

小
嶋

柳
般

若
狭
一
藤
昌

粟
山
　
宗
孟

広
岡

宗
信

吉
野
　
扇
雪

岡
本
　
西
任

釈

　

西
風

井
原
　
大
鶴

坂
上
　
西
春

白
江
　
酔
鶯

野
沢
　
玉
親

人

　

名

O O 生 玉

O ○ 等 仙

○ ○ ○ ○ 婦
一日一O ○ ○ ○ O ○ ○ ○

落
花
５

難
波
千
句
　
大
坂
糧
林
桜
千
句
　
一
一業
２

未
詳

糸
層
１
　
一
一葉
２
　
点
滴
１７

二
葉
１
　
大
矢
８０
３

二
葉
１
　
飛
梅
千
句
　
大
矢
指
合
・
４．
３
　
花
み
」

ゆ
め
み
４
　
手
鑑
　
一
一薬
１

糸
層
２
　
一
一葉
２

口
真
似
２
　
手
鑑
　
一
一葉
１

二
葉
２
　
太
夫
桜

糸
層
２
　
昼
綱
１３
組
１５
句
　
一
一葉
２

二
秦
３
（小
塩
）

点
滴
２

捨
子
郎
　
一
一葉
１

二
秦
１

（植
松
）
　
大
矢
舒
５
　
点
滴
２

（河
内
）

０

）

未
詳

大
矢
数
執
番

・
８４
１
　
点
滴
１５
（南
都
）

名
残
友

大
矢
数
２０
４
　
点
滴
２３

（山
城
）

大
矢
１
４
・
η
３
　
引
導
集
１

二
葉
２
　
点
滴
２

糸
層
１１
　
一
一葉
１

昼
網
ｎ
　
一
一葉
３
　
点
滴
１

備

考

lm 127 126 124 123 109

1 入集数

〓
好

古
竹

藤
井
　
玄
三

寺
田
　
時
久

木
本
　
龍
信

平
野
　
一
止

高
木
　
薔歪
万

鍋
屋
　
一二喜

出
来
　
松
日

古
爆
．
玄
礼

山
川
　
西
舟

仁
型

署
年

西
村
　
西
流

渡
辺
　
未
学

吉
田
　
久
栄

山
川

吉
勝

谷

　

永
重

高
木

松
意

備
前

忠
重

林

　

定
親

井
手
　
一π
春

井
口
　
如
貞

西
村
　
可
玖

人

　

名

○ ○ O ○ ○ 生 玉

○ ○ 干 仙

○ ○ ○ ○
独 吟

○ ○ ○ ○ ○ ○ 亀Ъ

二
業
１
　
点
滴
１

ゆ
め
み
３
・
遠
近
１
（大
坂
）

二
葉
１

糸
層
１
　
昼
網
２
　
一
一葉
２
　
花
み
ち

落
花
１

難
波
千
句
　
昼
網
１
　
二
秦
２
（木
谷
）

大
矢
７
１

未
詳

談
林
十
百
韻

宗
因
七
百
韻
　
花
み
ち

犬
子
７
付
１３
　
ゆ
め
な
８
　
手
鑑

草
枕
　
二
葉
３
　
大
矢
４５
３
　
点
滴
１７

（池
田
）

二
葉
１
　
藤
万
句

（太
夫
桜
）

大
矢
１６
３
●
６８
３
　
点
滴
３３
（南
都
）

名
残
友
い

，

昼
網
２
組
６
句

点
滴
３５

烏
相
子
２
　
一
一葉
１
　
大
矢
４５
７

手
鑑 （略

）

未
詳

牛
飼
Ⅲ
　
手
鑑
　
点
滴
１

大
矢
数
１４
１
　
点
滴
２
　
太
夫
桜

（略
）

（略
）

備

考

西

鶴

八
三

亀
'



147 1411 137 136 15 134 13 1● 薔1番
=

1 入集数

鴻
池
　
西
六

喜
多
川
久
隆

小
西
　
正
行

長
沢
　
意
袋

矢
野

・夢
体

今
治
一
西
畑

仏
眼
寺
喜
察

味
田
　
一
石

池
田
　
宗
旦

北
村
　
瀬
春

神
田
　
成
規

紛
川
　
次
末

京

　

可
成

大
阪
　
西
信

白
石

酔
自

田
墨
尾
西
也

美
濃
一
孤
松

万
女

重
堅

人

　

名

○ O 生 玉

薔 仙

○
一 日

O 犠

二
秦
６
　
西
●
五
百
最
　
大
矢
Ⅲ
ｌ
　
花
み
ち 未

詳

昼
網
３
　
藤
万
句

（太
夫
桜
）

未
詳

未
鮮

点
滴

１

（
伊
予
）

二
秦
２
　
・点
滴
１

（川
０

大
失

∞
３

桜
川
９
　
こ
葉
４

大
矢

Ⅲ

３

新
続
犬
６
付
１２

未
詳

時
労
１０
　
同
上
三
吟
百
韻

・凛
求
１
　
一
一葉
３

季
吟
廿
会
集

（寛
文
ｎ
・
Ю
・
”
百
韻
）

本
餐

参

（上
Ｊ

点
滴
１

二
秦
１
　
大
矢
８
６

二
秦
３
　
大
矢
１
６

砂
金

２

埋
車
３
　
一
一葉
３

備

考

lm 15r 1誌 置し番月

1 入集数

読
人
　
不
知

安
原

貞
室

野
々
口
立
回

中
林
　
不
層

山
時

間
楽

舟
精
一　
西
及

堺
　
　
成
安

伊
丹
　
一
勝

門
村

兼
豊

釈

　

順
座

矢
野
・　
心
計

松
井

西
花

市
村
　
松
鶴

桜
井

重
成

蓉

姿

姫
田
　
之
治

川
内

一李
ニ

人

　

名

O 生 玉

可 仙

0 O O 亀Ъ

犬
子
７
　
点
満
２

犬
子
７７
付
４７
　
鳥
帽
子
９３
　
点
滴
４

難
草
２

（江
じ

二
業
１

未
詳

犬
子
９
付
１
　
手
鑑

糸
層
２
　
一
一秦
１

手
鑑
　
一
一葉
２
　
点
満
２

大
句
数
■
合
・第
二

大
矢

田

５

天
満
千
句
　
西
鶴
五
百
韻
　
大
矢
自
幣

・
２‐
１

二
来
７
　
大
矢
２
３
・
５８
３
　
点
滴
１

（勢
Ｚ
〉

昼
網
７
　
大
矢
３
３
　
点
滴
２４
　
藤
万
句
（太
夫
桜
〕

落

花

１

未
詳

未
詳

備

考

注
　
「
備
考
」
は
一
つ
の
目
処
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
。
前
号
に
示
し
た
も
の
以
外
の
出
典
を
略
記
す
る
。

俳
　
諸
　
蒙
　
求
―
―
岡
西
惟
中
編
　
延
宝
三
年
四
月
刊

大

坂

独

吟

集
―
―
延
宝
三
年
四
月
刊

千
　
宜
　
理
　
記
―
―
広
岡
宗
信
撰
　
延
宝
三
年
九
月
跛

屑
１
１
伊
勢
村
重
安
撰
　
延
宝
三
年
十

一
月
識

句
―
―
和
気
遠
舟
編
　
延
宝
四
年
春
興
行

（太
夫
桜
所
収
）

艦
―
―
古
今
誹
諸
師
手
鑑

八
四



江

戸

通

り

町
―
―
松
花
軒
二
葉
子
撰
　
延
宝
六
年
七
月
刊

大
坂
檀
林
桜
千
句
―
―
青
木
友
雪
編
　
延
宝
六
年
五
月
刊

占ホ
因

七

百

韻
―
―
延
宝
五
年
刊
か

難
　
波
　
千
　
句
―
―
高
滝
以
仙
編
　
延
宝
五
年
十
一
月
刊

俳

諧

〓
一
部

抄
―
―
岡
西
惟
中
撰
　
延
宝
五
年
十
一
月
刊

大
　
　
句
　
　
数
―
―
延
宝
五
年
五
月
二
十
五
日
興
行

玖
　
也
　
追
　
善
―
―
延
宝
四
年
七
月
八
日
興
行

含
バ
因
七
百
韻
所
収
）

俳

諸

之

自Ｈ
伝
―
―
延
宝
五
年
四
月

一
日
伝
授

草

枕
―
―
片
岡
旨
恕
撰
　
延
宝
四
年
刊

到

来
　
　
集
―
―
胡
今
撰
　
延
宝
四
年
序

天

満

千
　
句
―
―
西
山
宗
因
編
　
延
宝
四
年
成

昼

網
―
―
俳
諮
昼
網
　
藤
原
貞
因
撰
　
延
宝
四
年
刊
か

名

残
　
　
友
―
―
西
鶴
名
残
の
友
　
一死
禄
十
二
年
夏
刊

置
　
　
土
　
　
産
―
―
西
鶴
置
土
産
　
一万
禄
六
年
冬
刊

点

滴
　
　
集
―
―
延
宝
八
年
九
月
　
西
鶴
序

大

矢
―
―
西
鶴
大
矢
数
　
延
宝
八
年
五
月
七
日
興
行

太
　
　
夫
　
　
桜
―
―
和
気
遠
舟
編
　
延
宝
八
年
四
月
刊

次

郎

五

百

韻
―
―
岡
西
惟
中
編
　
延
宝
七
年
刊
か

葉
―
―
二
葉
集
　
杉
村
西
治
撰
　
延
宝
七
年
十
一
月
序

花
　
　
み
　
　
ち
―
―
道
頓
堀
花
み
ち
　
富
永
辰
寿
撰
　
延
宝
七
年
十

一
月
序

飛
　
梅
　
千
　
句
―
―
西
鶴
編
　
延
宝
七
年
十
月
刊

見
　
花
　
数
　
寄
―
―
中
村
西
国
編
　
延
宝
七
年
四
月
刊

西

鶴

五

百

韻
ト
ー
延
宝
七
年
三
月
刊

虎

渓
　
の
　
橋
―
―
延
宝
六
年
刊

な
お
、
乾

裕
幸
氏

『俳
諸
師
西
鶴
』
、
桜
井
武
次
郎
氏

『
元
禄
の
大
坂
俳
壇
』
Ｌ
大
坂
俳
壇
史
年
表
稿
」

令
叢
」
７
号
、　
昭
和
４５
・
・１
）
森
川

昭
氏

『谷
木
因
全
集
』
、　
大
内
初
夫

氏

『近
世
九
州
俳
壇
史
の
研
究
』
、雲
英
末
雄
氏

『
元
禄
京
都
俳
壇
研
究
』
、
飯
田
正
一
氏

「小
西
来
山
年
譜
稿
」
０
～
０
∩
園
田
国
文
」
昭
和
５５
３
～
５７
３
）
、
永
野
仁
氏

「
近
世
初
期

泉
州
の
俳
人
た
ち
」
（昭
和
四
十

一
年
度

「
短
期
大
学
研
究
報
告
集
し

Ｌ
伏
屋
重
賢
句
集
」
∩
大
阪
経
大
論
集
」
１０９
。
‐‐０
合
併
号
、　
昭
和
５．
．
３
）
、　
上
野
洋
三
氏

「
岡
西
惟
中
年
譜

稿
」
∩
国
語
国
文
」
昭
和
４３
・
■
）、
岸
得
蔵
氏

「
西
岸
寺
任
口
年
譜
」
合
仮
名
草
子
と
西
鶴
』
所
収
）、
島
居
清
氏

「池
田
宗
旦
年
譜
稿
」
翁
俳
諸
孜
』
所
収
）
等
を
参
照
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
ｏ

田
の
宗
旦

（
１４０
）
等
、
ま
た
大
阪
に
お
い
て
も
武
野
保
俊

（
３２
）
　ヽ
岨
山
高
故

（７７
）
等
、　
上
方
圏
で
俳
歴
古
い
者
を
も
入
れ
る

一
方
で
、
南

部
素
敬

（
５４
）
ヽ
江
戸
信
章

（”
）
、
美
濃
木
因

（
４０
）
、
筑
前
の
西
海

（
２．
）
、
豊
後
の
西
国

（
４．
）
、
対
馬
の
定
俊

（
３０
）
等
、　
地
方
へ
の
目

配
り
も
怠

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
ま
た
同
時
に
、
亀
屋
均
朋

（
５３
）
、　
田
中
柳
翠

（
６７
）
ヽ
俵
屋
重
直

（
６８
）
ヽ
小
西
満
平

（
１０３
）
ヽ
武
村
益
友

（
‐０７
）
等
の
や
が
て

『
百
人

一
句
難
波
色
紙
』
等
に
入
る
有
力
新
人

（飯
田
正

一
氏
の
前
掲

「来
山
年
譜
稿
」
に
よ
る
と
来
山
は
本
書
入
集
が

西
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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八
六

初
見
で
あ
る
）
、
水
田
西
吟

（
２４
）
ヽ
木
村
西
虎

（
ん
、
西
吟

・
西
虎
は

『
百
人

一
句
』
に
も
入
る
）
や
山
田
西
長

（
６４
）
、
山
本
西
夕

（
８２
）
ヽ

鴻
池
西
六

（
１４８
）
ヽ
松
井
西
花

（
颯
）
、市
村
松
鶴

（
椰
）
等
の
、
自
身
に
近
い
と
思
わ
れ
る
新
人
を
取
り
込
む
こ
と
も
忘
れ
て
い
ず
、
こ
こ
に
も

西
鶴
の
編
集
者
的
才
腕
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

い
ま
試
み
に
、
京
と
摂
泉
河
を
除
く
地
方
俳
人
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

南
部
↓
５４
素
敬
。

江
戸
↓
２０
信
章
、

７３
柏
木
源
五

一
、

１２２
高
崎
玄
札
、

１２３
出
来
松
日
、
Ｗ
門
村
兼
豊
。

美
濃
↓
４０
木
因
、
観
孤
松
。

伊
勢
↓
鵬
市
村
松
鶴
？

（『点
滴
集
』
に
「勢
務
　
松
鶴
し
。

南
都
↓
６６
川
嶋
西
以
、

９２
岡
本
西
任
、

７９

（
‐１９
）
中
西
西
流

（西
村
西
流
）
？
。

中
国
筋
↓
１１３
備
前
忠
重
、

１３７
粉
川
次
末

（因
幡
）。

四
国
筋
↓
鵬
今
治
西
畑
。

西
国
筋
↓
２‐
釈
西
海

（筑
前
）、
３０
川
野
定
俊

（対
馬
）、
４．
中
村
西
国

（豊
後
）、
４９
江
崎
亦
閑

（筑
前
、
亦
閑
は
亦
薬
と
同
一
と
み
る
）。

以
上
は
二
十
名
に
足
ら
ず
、
む
し
ろ
少
な
い
数
と
い
え
よ
う
。
も

っ
と
も
、
前
述
の
ご
と
く
任
口

・
梵
益

。
成
安

・
蒲
釧

。
重

堅

等

を

入

れ
、
そ
の
他
で
も
京
の
江
雲

（
３７
）
・
可
成

（
１３６
）
ヽ
山
崎
の
間
楽

（
１６‐
）
、
泉
州
今
木
の
長
倉

（
８３
）
、
伊
丹
か
ら
正
因

（
η
）
。
一
友

（
７４
）
・

安
英

（
７８
）
。
一
勝

（
１５８
）
が
入
る
な
ど
、
近
郊
に
も
西
鶴
の
日
は
配
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、　
こ
の
数
を
云
々
し
て
も
始
ま
ら
な
い
。　
あ
く

ま
で
も
便
宜
上
の
な
の
だ
が
、
そ
れ
を
承
知
の
上
で
上
掲
を

一
覧
し
て
も
、
西
鶴
の
人
脈
形
成
の

一
端
は
う
か
が
わ
れ
る
の

で
あ

る
。
例

え

ば
、
信
章
が
入
る
の
は
彼
が
延
宝
二
年
の
秋
か
ら
翌
三
年
春
ま
で
に
上
京
し
て
い
る
事
実

（野
間
光
辰
氏
『年
譜
考
證
し

と
深
く
結
び
つ
い
て

い
よ
う
。
信
章
と
旨
恕
の
両
吟
歌
仙

（
『草
枕
し

が
あ
り
、
旨
恕
と
西
鶴
の
親
密
度
、
ま
た
同
年
五
月
宗
因
東
下
の
こ
と
な
ど
を
併
せ
れ
ば
、

西
鶴
が
信
章
に
接
す
る
機
会
の
あ

っ
た
こ
と
も
、

充
分
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

京
の
江
雲
が
入
る
の
は
六
年
秋
に
江
戸
の
田
代
松
意

（コ
一

葉
集
』
に
入
る
）

を
迎
え
て
の
江
雲
亭
で
の
興
行

（『虎
渓
の
橋
し

の
因
み
だ
ろ
う
し
、　
二
人
は
同
年
十
二
月
に
木
村
西
虎
主
催
の
百

韻

興



行
で
も
同
座
し
て
い
る
。
対
馬
の
川
野
定
俊
と
も
同
じ
く
江
雲
亭
興
行
の
翌
日
、
嵯
峨
野
で
歌
仙

一
巻
を
ま
い
て
い
る
。

豊
後
の
申
村
西
国
に
は
延
宝
五
年
四
月
に

『
俳
諧
之
口
伝
』
を
伝
授
、
大
年
三
月
に
は
送
別
の
興
行
が
あ
っ
た
Ｇ
胴
骨
し
。
筑
前
の
西
海
と

も

『
大
硯
』
の
経
緯
が
あ
る
。
大
内
初
夫
氏
の

『
近
世
九
州
俳
壇
史
の
研
究
』
に
即
け
ば
、
西
国
は

『
胴
骨
』
が
初
見
、
西
海
も

『
大
硯
』
が

初
出
と
み
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
大
内
氏
の
詳
説
さ
れ
る
ご
と
く
、
上
阪
し
た
二
人

（特
に
西
国
）
の
談
林
俳
士
と
の
交
遊
は
繁
く
、
と
も
に

西
鶴
系

（大
内
氏
）
で
あ
れ
ば
西
鶴
の
後
援
も
篤
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
『物
種
集
』
に
二
人
が
分
以
上
に
多
く
入
る
の
も

（コ
一葉
集
』
に
な
る

と
西
国
１６
、
西
海
６
と
さ
ら
に
多
く
な
る
）
、
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

森
川
昭
氏

『
谷
木
因
全
集
』
の

「
年
譜
」
に
よ
る
と
、
木
因
は
美
濃
大
垣
の
廻
船
間
屋
。
俳
諧
は
季
吟
門
で
延
宝
元
年
刊
渡
辺
友
意
撰

『
旅

衣
』
の
発
句
三
入
集
が
初
見
。
同
五
年
七
月
刊
の
菅
野
谷
高
政
撰

『
後
集
絵
合
千
百
韻
』
に
江
戸
集
和
と
の
両
吟
百
韻
が
入
集
。
六
年
二
月
に

宗
因
と

一
座
、
同
年
十

一
月
序
の
本
書
に
付
合
三
組
が
入
り
、
七
年
春
頃
に
は
西
鶴
の
大
垣
訪
間
の
計
画
あ
り

（実
現
し
な
か
っ
た
か
）。
同

年
十

一
月
序
の

『
二
葉
集
』
に
付
合
十
組
入
集
、
八
年
五
月
興
行
の

『
大
矢
数
』
で
は
西
鶴

（当
人
Ｙ

保
友

（長
老
）
。
梅

翁

（師

匠
Ｙ

大

鶴

（縁
者
か
）
に
つ
い
で
巻
頭
第
五
を
務
め
て
い
た

（第
七
に
は
本
書
に
入
る
孤
松
が
い
る
）。
そ
の
縁
が
何
に
始
ま
っ
た
か
は
分
ら

ぬ
が
、

二
人
が
急
接
近
し
て
い
く
あ
り
さ
ま
は

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
述
信
章

・
西
国

・
西
海
等
と
も
に
、
如
上
が
西
鶴
の
大
阪
圏
外
に
も

自
己
の
勢
力
を
の
ば
そ
う
と
す
る
姿
勢
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
も
間
違
い
な
い
処
だ
ろ
う
。

南
都
の
西
以

。
西
任

（西
流
）
は
い
ず
れ
も

「
西
」
が
付
く
が
、

『点
満
集
』
に

「
南
都
」
で
出
る
。　
西
任
は

『
西
鶴
名
残
の
友
』
巻
四
の

五

「
何
と
も
し
れ
ぬ
京
の
杉
重
」
に

「
神
主
町
の
西
流

・
西
任
」
と
も
記
さ
れ
る
。
な
お
西
流
に
つ
い
て
は
前
掲
で
疑
間
符
を
付

け

た
が
、

『物
種
』
に
中
西
西
流
と
西
村
西
流
が
お
り
、
『点
滴
』
の

「
南
都
　
西
流
」
（
３３
句
入
集
）
が
ど
れ
に
当
る
の
か
は
っ
き
り

し
な

い
。
上

記

『
名
残
の
友
』
に
出
る
西
流
を
、
『定
本
西
鶴
全
集
』
（第
九
巻
）
の
頭
注
は
、
木
村
西
流
、
延
宝
八
年
五
月
の

『
西
鶴
大
矢
数
』
の
役
人
の
中

に
名
が
見
え
る
と
し
、
そ
の
後
の
注
釈
書
に
こ
れ
に
従
う
も
の
も
あ
る
が
、
し
か
し

『
大
矢
数
』
の
役
人
に
は
西
流
の
名
は
見
え
ず

（近
世
文

学
資
料
類
従
所
収
本
に
拠
る
、
あ
る
い
は
木
邑
西
虎
を
誤
る
か
）
、
第
十
六
の
三
、
六
十
八
の
三
に

「
西
流
」
を
見
る
だ
け
で
あ
る
。

『大
矢

西
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
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八
八

数
』
の
こ
の
二
句
が
中
西
西
流
と
西
村
西
流
の
各

一
句
な
の
か
、
い
ず
れ
か

一
人
の
二
句
な
の
か
、
そ
れ
と
も
別
の
西
流
な
の
か
判
然
と
せ
ぬ

が
、
中
西

・
西
村
の
い
ず
れ
か
は

『
大
矢
数
』
の

「
西
流
」
に
該
当
し
、
そ
れ
が

『
点
滴
』
の

「
西
流
」
に

一
致
す
る
と
、　
一
応
考
え
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
因
み
に
記
す
と
、
『
大
矢
数
』
出
句
者
で
役
を
務
め
な
が
ら
句
を
出
す
者
を
除
い
て
も
、　
同
号
の
教
で
数
え
れ
ば
、　
四
句
出
句
者

が

一
名
、
三
句
出
句
者
が
四
名
、
二
句
に
な
る
と
三
十
九
名
も
い
る
。

さ
て
、

『
点
滴
集
』
は

「
延
宝
八
年
九
月
日
／
松
寿
軒
／
難
波
西
鶴
」
の
序
を
持

つ
が
、

野
間
光
辰
氏
が
実
質
撰
者
と
推
定
さ
れ
る

（天
理

善
本
叢
書

『
談
林
俳
譜
集
』
解
説
）
、
大
和
宇
陀
の
岡
崎
秀
綱

（『
独
吟

一
日
千
句
』
『
大
矢
数
』
に
出
る
）
の

一
五
二
句
入
集
が
断
然
多
く

（
二

位
は
西
鶴
の
８６
）
、
か
つ
大
和
の
俳
人
が
多
く
入
集
す
る
。
西
流
が
三
十
三
句
で
十
位
、　
西
以
が
三
十

一
句
で
十
三
位
、　
西
任
が
十
五
句
で
二

十
五
位
。

つ
い
で
に

「
西
」
の
付
く
者
を
あ
げ
る
と
次
の
通
り
。

西
丸

（南
都
　
３７
）
　

西
叉

（南
都
　
１４
）
　
　
西
二

（南
都
　
１２
）
　
　
西
里

（大
阪
　
９
）

西
鬼

（大
阪
　
６
）
　
　
西
長

（大
阪
　
５
）
　
　
西
人

（大
阪
　
３
）
　
　
西
栄

（大
阪
　
３
）

西
春

（大
阪
　
２
）
　
　
西
通

（大
阪
　
１
）
　
　
西
ア

（大
阪
　
１
）
　
　
西
悦

（大
阪
　
１
）

西
似

（大
阪
　
１
）
　
　
西
味

（大
阪
　
１
）
　
　
西
風

（山
城
　
１７
）
　
　
西
吟

（桜
塚
　
２２
）

西
舟

（池
田
　
１７
）
　

西
夕

（池
田
　
１２
）
　
　
西
学

（岩
屋
　
４
）
　
　
西
畑

（伊
予
　
１
）

西
国

（豊
後
　
１
）
　
　
西
子

（筑
前
　
１
）

以
上
二
十
五
名
。
む
ろ
ん
こ
の
中
に
は
西
鬼
の
よ
う
に
、　
ま
た
西
似
の
よ
う
に
宗
因
編
の

『
天
満
千
句
』
（延
宝
四
年
成
）

に
し
か
出
ぬ
者

も
い
る
が
、
「
一葉
集
』

『
大
矢
数
』
の
ど
れ
に
も
名
を
見
ぬ
者
は
西
人

・
西
似

。
西
味

・
西
畑

・
西
子
の
五
名
の
み
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
伊

予
　
西
畑
」
は

「
今
治
　
西
畑
』
で
本

『
物
種
集
』
に
載
る
。

「筑
前
西
子
」
は
、
多
分

『
大
坂
歳
旦
』
引
付

（
３３４
）
の
林
西
子
だ
ろ
う
。
し

か
し
て
右
の
事
実
は
、

『点
滴
集
』
が
実
質
秀
綱
の
撰
た
ろ
う
と
、　
西
鶴
の
意
向
が
あ
る
程
度
は
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
と
な
る
か
。
西

丸
は
椎
本
才
麿
だ
が
彼
の
関
係
か
ら

「
西
」
の
字
の
つ
く
者
が
多
い
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
西
鶴
と
南
都
の
関
係
を
筆
者
は
知
ら
ず
、
御
示
教

を
得
た
い
。
話
を
西
以

・
西
任
Ｌ
戻
す
と
、
西
以
は

『
大
矢
数
』
第
七
十
五
の
三
に
出
句
、
西
任
は
同
書
で
執
筆
番
繰
を
つ
と
め
、
か
つ
第
八



十
四
の
発
句
を
詠
ん
で
い
る
。

以
下
枝
葉
末
節
に
わ
た
る
が
、
江
戸
の
出
来
松
臼

・
枯
木
源
五

一
等
、
余
り
聞
か
ぬ
者
で
気
付
い
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
松
日
は
延
宝
三

年
刊
の
、
宗
因
を
迎
え
て
の

『
江
戸
談
林
十
百
韻
』
の
時
の
九
名
の
連
衆
の
中
の
一
人
。
そ
の
縁
か
ら
か
、
先
述

コ
本
因
七

百
韻
』
に
収

ま

る
、
同
五
年
五
月
二
十
五
日
の

「
何
萩
百
韻
」
に
禾
刀

・
幾
音

・
素
玄
等
と
出
座
し
て
い
る
。
七
年
十

一
月
序
の

『道
頓
堀
花
み
ち
』
に
も
入

集
、
こ
の
頃
上
方
に
い
て
、
そ
の
縁
で

『
物
種
』
に
入
っ
た
か
。
西
鶴
編
著
に
は
本
書
以
外
顔
を
出
さ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
南
部
の
素
敬
も

延
宝
六
年
三
月
興
行
の

『
大
坂
檀
林
桜
千
句
』
に
出
座
し
て
お
り
、
や
は
り
こ
の
頃
上
方
滞
在
か
。
彼
は

『
二
葉
集
』
に
も
九
組
入
る
が
、
他

に
は
顔
を
見
せ
な
い
。
柏
木
源
五

一
は
延
宝
六
年
七
月
刊
の

『
江
戸
通
り
町
』
に

「
因
州
　
源
五

一
」
で
発
句
三
入
集
、
同
五
年
十

一
月
刊
の

惟
中
編

『
俳
譜
三
部
抄
』
に
は
、

「武
州
　
江
戸
」
で

一
句
入
集
し
て
い
る
。
次
末
は
先
述
の
通
り
で

（注
⑤
）
、
旨
恕
の

『
難
波
風
』
（延
宝

六
年
八
月
序
）
の
第
四

・
五

・
十
の
百
韻
に
も
出
座
し
て
い
る
か
ら
、
西
鶴
と
は
面
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上

『物
種
集
』
入
集
者
の
地
方
俳
人
を
素
描
し
て
き
た
が
、
多
く
の
場
合
何
か
の
縁
が
あ
っ
て
本
書
に
入
集
、
西
鶴
の
方
か
ら
言
え
ば
そ

の
縁
を
き
っ
か
け
に
大
阪
以
外
に
足
を
踏
み
だ
し
て
い
る
こ
と
、
ほ
ぼ
了
解
さ
れ
る
と
思
う
。
そ
し
て
こ
の
姿
勢
は
、

「
一葉
集
』
に
な
る
と

い
っ
そ
う
顕
著
に
な
る
の
だ
っ
た
。

四
　
「
西
」
と

「
鶴
」
の
号

最
後
に
、
重
複
す
る
処
も
あ
る
が
、

『物
種
集
』
入
集
者
中
、
そ
の
号
に

「
西
」
と

「
鶴
」
の
字
の
付
く
者
を
と
り
あ
げ
て
み
る
。
本
書
で

「
西
」
の
付
く
者
が
二
十
二
名
、
「鶴
」
の
者
が
五
名
。
『大
坂
歳
旦
』
の

「
西
」
四
名
、
「鶴
」
六
名
に
比
べ
る
と
、
「
西
」
の
増
大
が
ひ
ど
く

目
立
つ
。

Ｈ
牧
野
西
鬼
　
　
１４
岩
田
西
里
　
　
２‐
釈
　
西
海
　
　
２４
水
田
西
吟
　
　
２６
木
村
西
虎
　
　
４．
中
村
西
国

西
　
鶴

八
九



九
〇

５７
早
川
西
随
　
　
６４
山
田
西
長
　
　
６６
川
嶋
西
以
　
　
７９
中
西
西
流
　
　
８２
山
本
西
夕
　
　
８９
坂
上
西
春

９‐
釈
　
西
風
　
　
９２
岡
本
西
任
　
　
１１９
西
村
西
流
　
　
１２‐
山
川
西
舟
　
　
１３３
多
羅
尾
西
也
　
１３５
大
坂
西
信

‐４３
今
治
西
畑
　
　
１４８
鴻
池
西
六
　
　
皿
松
井
西
花
　
　
１６０
舟
橋
西
及

９
衣
笠
一
鶴
　
　
３５
志
水
鶴
随
　
　
７５
吉
田
風
鶴
　
　
９０
井
原
大
鶴
　
　
１５３
市
村
松
鶴

表
②
の

「
備
考
」
を
併
せ
御
覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
右
の
中
で
本
書
に
し
か
名
を
見
ず
全
く
手
が
か
り
の
な
い
の
は
舟
橋
西
及

一
名
の
み
で

あ
る
。
ま
た
、
市
村
松
鶴
を

『点
滴
集
』
は

「
勢
務
　
松
鶴
」
と
す
る
が
こ
れ
も
他
に
例
を
見
ず
、

『点
滴
』
の
編
集
上
の
社
撰
さ

（野
間
光

辰
氏
天
理
善
本
叢
書
解
説
）
か
ら
み
て
、
留
保
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

さ
て
、
西
鬼

。
西
随
は
既
述
の
ご
と
く
宗
因
門
と
考
え
て
よ
く
、
松
井
西
花
型
管
見
の
範
囲
宗
因
の

『
天
満
千
句
』

（延
宝
四
年
成
）
に
名

を
見
る
の
が
最
初
で
、
当
初
は
宗
因
門
か
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
前
述
西
似
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
即
ち
延
宝
七
年
三
月
に
は
鴻
池
西
六
亭
に

て
興
行
さ
れ
た

『
西
鶴
五
百
韻
』
に
出
座

（連
衆
は
西
鶴

。
西
六

・
西
友

。
西
吟
）
、　
こ
の
年

『
二
葉
集
』

に
六
組
入
集

（『
道
頓
堀
花
み
ち
』

に
も
入
る
）、
翌
八
年
四
月
の
刊
、
和
気
遠
舟
撰
の

『
太
夫
桜
』
で
は
、
西
鶴
を
巻
頭
に
置
く
桜
四

（花
情
七
十
九
旬
）

に
、
西
戒

・
西
虎

・

西
六

・
西
吟
等
と
と
も
に
入
集
、
五
月
の

『
大
矢
数
』
興
行
で
は
、
自
幣
役
を
務
め
て
い
る
。
最
初
宗
因
門
だ
っ
た
と
し
て
も
、
間
も
な
く
西

鶴
に
随
い
た
人
物
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

『
大
坂
歳
旦
』
よ
り
名
を
見
る
の
が
水
田
西
吟

（元
清
）

。
今
治
西
畑

・
衣
笠

一
鶴

・
井
原
大
鶴
。
西
畑
を
除
け
ば
、
他
は
こ
の
時
点
西
鶴

門
と
考
え
て
よ
い
。　
多
羅
尾
西
也
は
他
で
は

『
二
葉
集
』
に
一
組
入
る
の
み
だ
が
、

『生
玉
万
句
』
に
出
る
蔵
谷
西
也
と
の
関
係
は
未
詳
で
あ

る
。
つ
い
で
に
記
す
と
、
岩
田
西
里
と
衣
笠

一
鶴
は
、
西
鶴
編
著
そ
の
他
の
入
集
状
況
か
ら
、
『生
玉
』
の
岩
田
峯
雪

・
衣

（絹
）
笠
常
頼
と
同

一
人
の
可
能
性
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
証
を
ま
だ
見
出
さ
な
い
。
山
本
西
夕
と
山
川
西
舟
は
延
宝
四
年
刊
の

『
草
枕
』
で
西
鶴
と
同
座
す
る
の
が

管
見
の
範
囲
の
初
見
、
山
田
西
長
は
翌
年
の

『
大
句
数
』
第
七
に
出
る
の
が
最
初
で
あ
る
。
西
長
は
木
村
西
虎
と
と
も
に
天
和
三
年
三
月
の
宗

因
追
善

『精
進
檜
』
に
出
座
。
以
後
の
活
動
を
勘
案
す
る
と
、
西
夕

・
西
舟

・
西
長
と
も
、
西
鶴
直
門
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
他
は
西
国

・



西
海
を
除
く
と
、
西
鶴
編
著
に
限
れ
ば
本
書
が
初
出
。
付
言
す
る
と
、
こ
の
中
か
ら

『
百
人

一
句
難
波
色
紙
』
に
入
る
の
が
水
田
西
吟
と
木
村

西
虎
の
二
名

（
西
鬼

・
西
随
も
）

『
山
海
集
』
コ
一ケ
津
』
に
入
る
者
は
な
く
、
『高
名
集
』
に
西
国
が
入
る
の
み
で
あ
る
。

こ
こ
で
観
点
を
変
え

『大
矢
数
』
興
行
で
役
人
を
務
め
た
者
を
あ
げ
て
み
る
。
岩
田
西
里

（
日
付
木
）
、
水
田
西
吟

（執
筆
）、

木
村

西
虎

（紅
幣
）、
山
田
西
長

（日
付
木
）
、
岡
本
西
任

（執
筆
番
繰
）
、
大
坂

（上
柳
）
西
信

（代
参
）
、
松
井
西
花

（自
幣
）、　
衣
笠

一
鶴

（懐
紙
番

繰
）
、
吉
田
風
鶴

（同
上
）
の
九
名
。
『
大
矢
数
』
最
尾
の
第

一
〇
七
の
発
句
を
詠
む
鴻
池
西
六
と
巻
頭
第
四
の
井
原
大
鶴
も
、
あ
る
い
は
こ
れ

に
準
じ
て
よ
い
か
。
大
鶴
は
既
述
の
通
り
で
、　
西
六
は
摂
津
豊
能
郡
山
本

（『
西
鶴
五
百
韻
』
で
は
山
本
西
六
）

に
住
し
た
酒
造
家
鴻
池
の
一

族

（野
間
氏
注
①
の
項
）、
と
す
る
と
最
後
を
飾
る
に
ふ
ち
わ
し
い
人
物
と
な
る
。　
そ
れ
は
と
も
か
く
、　
役
を
務
め
た
者
の
役
柄
は
決
し
て
晴

れ
が
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
が
し
か
し
、
直
門
と
す
れ
ば
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
役
割
で
は
な
い
か
。
役
を
務
め
ず
と
も
出
句
し
て
い

る
の
が
、
西
海

（
３７
３
）
、
西
以

（
７６
３
）
、
西
国

（
”
４
）
、
西
舟

（
４５
３
）
、
松
鶴

（
２２
３

・
５８
３
）
の
五
名
。
い
ず
れ
も
第
三
を
付
け
て
い

２つ
。如

上
を
考
え
る
と
、
す
べ
て
と
は
言
わ
ぬ
が
こ
こ
に
出
る
者
の
殆
ど
が
、
西
鶴
直
門
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
延
宝
六
年
の
時
点
で
西
鶴

は
、
門
弟
と
呼
べ
る
弟
子
を
、
か
な
り
の
数
有
し
て
い
た
と
言

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
七
年
、
八
年
と
ど
う
な
っ
て
い
く
か
。
「
一葉
集
』

と

『
大
矢
数
』
が
ま
た
み
ご
と
に
そ
れ
を
示
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

注
①
　
「藤
万
句
」
の

「誰
与
」
は

「鶏
与
」
（東
大
竹
冷
文
庫
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
）
と
も
読
め
る
が
、
「誰
与
」
と
し
て
お
く
。

注
②
　
『引
導
集
』
は
中
村
俊
定
先
生

『俳
譜
史
の
諸
問
題
』
の
翻
刻
に
よ
る
。

「亀
屋
」
は

「均
朋
」
が
い
る
が
、
原
本
未
確
。

注
③
　
野
間
光
辰
氏

『鵬
西
鶴
年
譜
考
証
』
。

注
④
　
桜
井
武
次
郎
氏

『元
禄
の
大
坂
俳
壇
』
（第
二
章
）
の
益
翁
系
の
条
参
照
。

注
０
　
管
見
の
範
囲
で
記
す
と
、
寛
文
十
二
年
刊
松
江
重
頼
撰

『時
勢
粧
』
の
「
四
季
発
句
句
引
」
（巻
二
末
）
に
「京
之
住
／
粉
川
氏
次
末
」
（
１０
句
入
集
）。

巻
四
に
も
寛
文
十

一
年
卯
月
上
旬
の
維
舟

・
次
末

・
直
重
三
吟
百
韻

一
巻
を
収
む
。
延
宝
三
年
刊
惟
中
編

『俳
諧
蒙
求
』
（下
）
も

「京
次
末
」。
『物
種
集
』

西
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

一



九
二

は

「
粉
川
次
末
」
、　
コ
一葉
集
』
は

「
因
州
次
末
」
で
三
組
と
二
組
。
「寛
文
比
俳
諧
宗
匠
丼
素
人
名
誉
人
」
に
は

「
粉
川
氏
因
州
鳥
取
屋
六
兵
衛
／
維
舟
門

人
／
次
末
」
と
あ
る
。

注
⑥
　
野
間
氏

『
年
譜
考
證
』
は
延
宝
四
、
五
年
の
刊
、
藤
原
貞
因
撰
。
桜
井
武
次
郎
氏

「
大
坂
俳
壇
史
年
表
稿
」
∩
叢
」
７
号
、
昭
和
４５
ｎ
）
は
同
四
年
の
項

に
置
く
。

注
０
　
一示
・
大
阪

・
江
戸
の
出
版
点
数
は
、
延
宝
３
年
で
８

・
８

・
２
。
四
年
７

・
８

・
３
。
五
年
１０

・
５

・
２
で
あ
る
が
。
六
年
に
な
る
と
９

・
‐７

・
９
、
七

年
８

・
１４

・
７
、
八
年
９

・
‐８

・
・０
、
九
年
７

・
１０

・
４
と
な
り
、
大
阪
が
他
を
圧
し
て
い
る

（雲
英
氏
稿
よ
り
）
。

注
③
　
杉
浦
正

一
郎
氏

「
西
吟
の
研
究
」
（国
語
と
国
文
学
」
昭
和
２３
５
）
。　
な
お

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
（乾
裕
幸
氏
執
筆
）
は
延
宝
五
年
初
見
と
若
干
幅

を
持
た
せ
る
。

注
③
　
序
文
と
刊
記
の
饂
齢

（十

一
月
と
九
月
）
に
つ
い
て
は
、
版
下
の
清
書
が
終

っ
た
の
が
九
月
、
本
文
全
部
の
板
刻
成
っ
て
序
を
加
え
た
の
が
十

一
月
と
考

え
ら
れ
て
い
る

（野
間
光
辰
氏

『
年
譜
考
證
し
。

注
⑩
　
『古
今
誹
諧
師
年
鑑
』
は
先
述
の
ご
と
く
西
鶴
に
即
す
れ
ば
余
り
特
徴
が
な
く
、
こ
こ
で
は
除
い
た
。

注
０
　
松
井
西
花
に
つ
い
て
野
間
光
辰
氏
は

『
西
鶴
年
譜
考
證
』
の

「
剛
補
」
編
で

（延
宝
七
年
二
月
の
条
）
天
理
図
書
館
蔵
の

『
滑
稽
堂
西
花
上
洛
日
記
只
元

禄
四
年
成
）
を
紹
介
し
て
肥
前
の
人
と
さ
れ
る
が
、
大
内
初
夫
氏

『
近
世
九
州
俳
壇
史
の
研
究
』
２

一
一
一頁
）
は
、
こ
れ
を
全
く
の
別
人
と
さ
れ
る
。


